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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　東京慈恵会医科大学学長岡村哲夫先生は，巻頭言の中
で「現在の医学そのものが内包する問題点を解決するこ
とを改革の原点に」，と書いておられる．
　今，私たちは改革を唱え，カリキュラムの改編を企図
している．新しき酒は新しき革袋に盛れ，ということで
ある．それなら革袋さえ新調できたら万事okなのか．
私なりに問題点を考えてみた．
　私は既にあるカリキュラムの中で，学生たちにどれだ
けの努力を払って来たか．講義内容の取捨選択を十分行
い，知識の羅列を排し，知識のもつ意味や背景，知識と
知識の有機的関連について，また今何がトピックスか，基
本知識の理解と最新情報を交えて学問的興趣と意欲をそ
が　き
そる講義をして来たか．自問自答している．
　現代は高度医療の時代である．伴って医の倫理，倫理
とかまびすしい．そして机上の倫理綱領は完壁に完成さ
れつつある．綱領は必要であるが，しかしそれでokか．
それでもなお人々に十分納得して貰えない理由は，我々
医師の生き方を見てのことだろう．医師としてのスター
ト台は大学である．ヒポクラテスの宣誓を百遍唱えよう
が，弟子は師のうしろ姿をみて育つ．大学こそ世間から
も学生からも見つめられている．我が愛する大学から，
さらにCO医大が分離して行くことのないように，青年
も老年も志しを大きく抱き続けたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（水野　文雄　記）
幹事会（要旨）（平成6年1月）
1．幹事会前役員の任期満了に伴い，新役員が決った．
　尚，新に東京医科大学雑誌査読委員として11名を任
　命した．
2．臨床懇話会開催報告並びに予定の報告があった．
　　開催報告
　　　第235回（5．11．25）内科学（4）
　　　第236回（5．12．6）臨床病理学
　　　第237回（6．1．21）霞・脳神経外科学
　　開催予定
　　　第238回（6．2．28）産科婦人科学
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．日本学術会議第16期会員の推薦に当たる推薦人とし
　て網野学務長を届け出ることとした．
5．投稿規程改正（案）について，種々討議した結果，更に
　時間を掛けて検討することとなり継続審議となった．
6．第133回医学会総会については，マンネリ化を解消し
　活生化するための運営変更（案）が当番教室（解剖学
　第2，病院管理学）から提案され，改正する方針で検
　討することとなった．
　　主な改正点
　0従来開催期間は，金曜，土曜の2日間であったが，
　　土曜1日で行う．
　oポスターセッションを取り入れ，一般演題と共に
　　行う．
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